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マンホールトイレの新型コロナウイルス感染症対策
～運動会で検証～

令和３年度（第1４回）国土交通大臣賞〈循環のみち下水道賞〉

　運動会でトイレを使用するにあたり、市役所保健師と矢本西小養護教諭と事前打
合せを行い、対策を話し合いました。設置については下水道課職員が指導しましたが、
今後は地域住民で自主運営を目指します。また、翌年度は他の小学校の運動会でも
使用訓練を目指します。普段からの広報効果で、今年の寒波により小学校の水道管
が凍結しトイレが使用できなくなり、マンホールトイレの設置について相談があり、
即日対応しました。これまでの本市の取組が評価され受賞したことに感謝申し上げ
ます。
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PR ポイント! 取組の効果 !
　対策ポイント、①使用前に便座等全備品の消毒②使用
者が対面しないように一方通行に導線表示③使用前の消
毒薬設置④手洗い場にペーパータオルと消毒薬の設置⑤
内部に便座用の消毒薬と使用を促す掲示⑥換気対策に屋
根の一部を上げ換気用空間を確保⑦ドアの開放の協力⑧
跡片付けは防護服等を着用し、清掃と消毒作業。以上の
内容で行いました。

　トイレの設置は、父兄が主体的に行いました。また、当日は

保健師が常駐し指導等を行いました。運動会もコロナ対策のた

め密を避けるプログラムで、トイレ使用者が分散し混乱もなく

使用できましたが、課題もいくつか見つかりました。

　敷地内の一方通行や、ペーパータオルの使用、手洗いと消毒で

手押しポンプ使用の忘れ等について声掛け（指導）を行いました。


